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令和 2年より公的年金等控除額が変わります。公的

年金等にかかる所得金額は、公的年金等の収入金額か

ら公的年金等控除額を差し引いて計算されます。令和

1 年に比べ、控除額が一律 10 万円減額となります。

前年と同じ年金収入であったとしても、所得金額は

10 万円多くなるという事です。公的年金等控除額と

して 10 万円控除額が減った分、基礎控除という所得

控除の金額が 10 万円増えましたので、結果として税

額に変わりはありません。ただし、年金収入以外の所

得が 1000 万円以上ある場合には、控除される公的年

金等控除額がさらに少なくなりますので、該当される

方は、実質増税となります。 

令和 2年 12 月号 VOL 123 

【２０１９年度の税金の滞納状況】 

国税庁は２０１９年度の税金の滞納状況を発表しました。税金は期

限までに納めるルールですが、資金繰りなどさまざまな状況によっ

て納めることができない納税者もいます。その滞納残高は 7554 億

円で昨年度と比較すると 6.9％減っています。これは 21 年連続で

減少しています。また新たに発生したのは 5528 億円で、これも 10％

減少しています。ただし、今年度は新型コロナウイルス感染症に起

因する急激な売り上げの減少による資金繰りの悪化に対応すべく、

申告期限の延長や納税が猶予される特例申請が設けられたために

滞納額も減少したとみられています。税目別で見てみると、新たに

発生した滞納で一番多かったのが消費税の 3202 億円で全体の約

60％でした。その次に所得税の 1249 億円、次いで法人税の 765 億

円となっています。税金を期限までに納付しなければ利息に相当す

る延滞税がかかります。延滞税は納期限の翌日から２カ月までは原

則 7.3％（２０２０年１２月３１日までは 2.6％）、２カ月を経過し

た以後の分に関しては原則 14.6％（２０２０年１２月３１日まで

は 8.9％）かかります。新型コロナウイ 

ルス感染症の影響により納税が困難な方 

に対しては、申請により最大１年間の納 

税が猶予されますが、延滞税も免除され 

ますので、対象となる方は制度の利用を 

検討してみてはいかがでしょうか。 



発想の転換が必要な運

勢です。客観的な立場

で物事を考えたり視点

を変えることで吉運が

大きくアップします。

人と信頼関係を築くの

に最適な月です。どん

な相手にも誠意を持っ

て対応することが利徳

につながるでしょう。

問題は放置せず早めに

対策を！先延ばし癖の

ある人は、これを機に

懸命に努力すると効果

が期待できそうです。

これまでの努力が形と

なって表れます。仕事

とプライベート共に充

実した月になるよう全

力を尽くしましょう！

今月の商売のヒント：【シンプルなごちそう】 

優れた経営者の中には、ひそかに茶道の心得のある人が少なくないと聞きます。400 年以上も続く究極のおも

てなしの心として世界にも知られている茶道。その本質は、亭主（主催する人）が一期一会の精神で正客を 

おもてなしすることです。茶道の世界観に経営者としての道を求めるのは、ごく 

自然なことかもしれません。茶道の創始者ともいえる千利休が説いた茶道の在り 

方に「利休七則」があります。 

一則、茶は服のよきように点（た）て（相手の状況や気持ちを考えながら心を込 

めて茶を点て） 二則、炭は湯のわくように置き（的確に誠実に準備を行い） 

三則、夏は涼しく冬は暖かに（相手が心地良いと感じるようにもてなし） 

四則、花は野にあるように（本質を見極め） 五則、刻限は早めに（心にゆとりを持ち） 六則、降らずとも

雨の用意（万全に備え） 七則、相客に心せよ（お互いを尊重しあう） 

つまり利休七則とは人をもてなすときの心得です。今さらと思った人もいるでしょ 

うか。まさにそんな逸話があります。ある日、弟子が茶の湯の極意を求めてきたの 

で、千利休はこの七則で答えたそうです。すると弟子は「それくらいのことなら私 

もよく知っています」と言ったそうですが、それに対して千利休は「七則ができる 

なら、私はあなたの弟子になりましょう」と返したそうです。日本人は古来より 

「和の心」を大切にしてきました。けれど「相手のため」や「尊重しあう」といったことは、ただ自分を相手

に合わせていればいいというものではありません。例えば、炊きたての白いご飯、おみそ汁、お漬け物の組み

合わせはシンプルにしてある意味、最高のごちそうです。とはいえ、この３つを全て混ぜてしまったら、それ

ぞれの味も組み合わせのバランスも台無しです。ご飯はお茶わんに、おみそ汁はおわんに、お漬け物は小鉢に

入れて、それぞれの器がひとつのお膳に収まってこその「ごちそう」です。大上段に構えなくても、身の回り

に今すぐできる小さなことはありませんか。商売は「シンプルなごちそう」でありたいものですね。

自然環境を再現、世界の水辺を旅するようにそこに暮らす魚や動植物を観賞できます。

小さな水槽から巨大なスクリーンまで最新の照明、映像技術を駆使した空間演出は昼と

夜と異なる景色で五感を刺激します。ＡＩ解析映像による水中カメラのリアルタイムな

次世代型展示は、子どもの学びのみならず大人にも格好の知的エンターテイメントです。

カワスイはＪＲ川崎駅前の商業施設にオープンした水族館です。

日本の川だけでなくアジア、南米のアマゾン川など色々な 

今月の商売のヒント：【「恩送り」の精神】 

大みそかの夜を「除夜」というのは、一年の最後の日ごよみを「除く」「夜」から来ているそうです。 

暮れゆく年を惜しみつつ、新しい年を迎えるための行事のひとつが「除夜の鐘」です。行く年来る年をまたぐ

除夜の鐘は 108 回つかれますが、これは「煩悩の数」という説が有名です。 

煩悩とは、自分を悩ませるものや心を乱すもののこと。仏教の根本的な考え方で 

いうと、人の煩悩は大きく三つあるそうです。一つ目は「貪（とん）」。必要以上 

に欲しがること。二つ目は「瞋（じん）」。自分の心に執着して思い通りにならな 

いと怒ること。三つ目は「痴（ち）」。無知で愚かな考え方にとらわれること。 

三つ合わせて「三毒（さんどく）」と呼ばれています。つまり私たち人間は「欲」 

と「怒り」と「愚かさ」で心を乱しているのです。すでに十分持っているはずな 

のに「もっと、もっと」と欲しがるのが「欲」です。欲の対象はモノに限りません。私たちはしょっちゅう他

人と自分を比べては「もっと○○だったら良かったのに」と嘆いたりします。思い通りにならないのが世の中

なのに、自分が知っている世界だけでものを考えていると、いつもイライラしながら暮らすことになり  

ます。そうやって自分で煩悩を生み出してしまうのが人間の愚かさなのでしょう。

今年は世界中の人たちが同じ困難に直面するという前代未聞の年でした。そんな 

逆境の中でも復活が早かったのは「三毒」と距離を置いている人たちや商売だっ 

たように思います。実際にＳＮＳでは「こんな時だからこそペイフォワードの精 

神で」という呼びかけをたくさん目にしました。ペイフォワードとは、受けた恩 

を別の人に渡すこと。日本の「恩送り」の精神です。自分だけが良ければいいと 

いうのは、じわじわと自分の首を絞めているのと同じことです。お互いに助け合

うほうが全てにおいて楽ですし、めぐりめぐった厚意はいずれ自分に返ってくるでしょう。今の世の中の状

況は、私たちに「利己か利他か」を問いかけているようにも思えます。 


